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ご理解・ご協力、積極的なご参加をお願いします。
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1
ふ
る
さ
と
に
学
び 

人
が
つ
な
ぐ 

田
原
の
人
づ
く
り

田
原
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定

◦
計
画
の
主
旨

　

今
日
、規
範
意
識
や
公
共
心
の
低
下
、家

庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下
、子
ど
も
の

学
ぶ
意
欲
や
体
力
の
低
下
な
ど
、「
教
育
」

を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。田
原
市
で
は
、こ
れ

ら
の
課
題
に
対
応
し
、21
世
紀
を
生
き
抜

く
人
づ
く
り
を
考
え
、目
指
す
べ
き「
教

育
」の
あ
り
方
と
取
り
組
み
を
明
ら
か
に

し
た『
田
原
市
教
育
振
興
基
本
計
画
』を
策

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、市
民
、保
護
者
、地
域
の

代
表
者
や
教
育
関
係
者
な
ど
で
構
成
す
る

「
田
原
市
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
会
議
」

を
中
心
と
し
、
市
民
意
識
調
査
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
、広
く
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
策
定
し
て
い
ま
す
。

◦
目
指
す
姿

＂
ふ
る
さ
と
に
学
び

　
　
　

人
が
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　

田
原
の
人
づ
く
り
＂

︽
田
原
の
人
づ
く
り
︾

　

田
原
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・

文
化
、
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
有
形
・
無

形
の
財
産
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
素
晴

ら
し
さ
を
理
解
し
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深

め
、
次
の
世
代
へ
継
承
す
る
こ
と
の
で
き

る
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域

を
理
解
し
た
上
で
、
広
い
視
野
を

持
っ
た
人
づ
く
り
を
行
え
ば
、
新

た
な
文
化
の
創
出
と
発
展
に
つ
な

が
り
ま
す
。

︽
ふ
る
さ
と
に
学
ぶ
教
育
︾

　

市
内
全
体
を
教
育
の
場
と
し

て
、
地
域
の
人
や
社
会
と
か
か
わ

り
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
実
際
に
体

験
し
、
自
ら
感
じ
・
考
え
・
学
ぶ

こ
と
で
、
道
徳
性
が
は
ぐ
く
ま
れ

規
範
意
識
も
高
ま
り
ま
す
。

︽
人
が
つ
な
ぐ
教
育
︾

　

人
づ
く
り
は
、「
家
庭
教
育
」

を
基
本
に
、「
幼
児
教
育
」「
学
校

教
育
」「
生
涯
教
育
」
な
ど
、
人

が
成
長
す
る
各
段
階
に
か
か
わ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
連
続
さ
せ
一
貫

性
の
あ
る
教
育
を
行
う
た
め
に
は
、
人
と

人
、
そ
し
て
社
会
全
体
の
協
働
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
な
ど
で
、
私
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
し
、
社
会
全
体
で
人
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
計
画
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
↓
各
種
計
画
）

▼
教
育
総
務
課

23
局
３
５
３
０

　

 http://w
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３
月
26
日（
金
）に
は
、市
役
所
に
お
い

て
協
定
書
の
調
印
式
を
行
い
、愛
知
大
学

の
佐
藤
元
彦
学
長
と
鈴
木
田
原
市
長
が
地

域
発
展
へ
の
貢
献
を
誓
い
、固
く
握
手
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
域
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、

東
三
河
の
知
の
拠
点
で
あ
る

愛
知
大
学
と
、さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
連
携
・
協
力
し
、田
原
市

の
政
策
課
題
の
解
決
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼
政
策
推
進
課

　


23
局
３
５
０
７

　

田
原
市
と
愛
知
大
学
は
、「
産
業
振
興
」

「
人
材
の
育
成
」「
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、相
互
に
連

携
・
協
力
し
、地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、包
括
的
な
連
携
協
定

を
結
び
ま
し
た
。

2
　

３
月
24
日（
水
）、伊
良
湖
と
三
重
県
鳥

羽
市
を
結
ぶ
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
に
お
い
て

フ
ェ
リ
ー
を
運
航
す
る
民
間
事
業
者
が
、

経
営
不
振
の
た
め
今
年
９
月
末
を
も
っ
て

事
業
か
ら
撤
退
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
航
路
は
昭
和
39
年
に
運
行
が
開
始
さ

れ
、現
在
は
国
道
42
号
の「
海
の
道
」と
し

て
、観
光
や
水
産
物
輸
送
、地
域
間
交
流
な

ど
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

廃
止
と
な
れ
ば
、地
域
産
業
へ
の
影
響

鳥
羽
伊
良
湖
航
路
の
存
続
に
向
け

関
係
者
一
丸
で
取
り
組
み
を

は
非
常
に
大
き
い
こ
と
か
ら
、航
路
存
続

に
向
け
、関
係
者
で
一
致
協
力
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。３
月
24
日（
水
）に

は
、市
内
の
関
係
者
に
よ
る「
田
原
市
伊
勢

湾
フ
ェ
リ
ー
対
策
会
議
」を
発
足
さ
せ
、県

へ
の
支
援
要
望
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、４

月
８
日（
木
）に
は
、鈴
木
克
幸
田
原
市
長

を
発
起
人
と
し
て「
東
三
河
地
域
鳥
羽
伊

良
湖
航
路
存
続
対
策
協
議
会
」を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。会
は
、東
三
河
８
市
町
村
の
首

長
や
議
長
、観
光
・
商
工
関

係
者
ら
24
名
で
構
成
し
て

い
ま
す
。今
後
は
、東
三
河

地
域
が
強
く
結
束
し
、県
や

鳥
羽
市
を
中
心
と
し
た
協

議
会
と
も
連
携
し
、広
域
的

な
地
域
課
題
と
し
て
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、取
り
組
み
の
経
過

に
つ
い
て
は
、広
報
紙
な
ど

で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
商
工
観
光
課

　


23
局
３
５
１
６

3
地
域
の
発
展
を
目
指
し

愛
知
大
学
と
連
携
へ▲調印式のようす

左から平松政策推進部長、林副市長、鈴
木市長、佐藤学長、功

く ぬ ぎ

刀副学長、名
な

和
わ

副
学長

▲航路の重要性を訴える鈴木田原市長（会長）

左から佐原光一豊橋市長、鈴木市長、山脇実豊川市長、
穂積亮次新城市長
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平
成
17
年
度
か
ら
、
３
期
に
分
け
て

建
て
替
え
を
進
め
て
き
た
「
緑
个
丘
住

宅
」
の
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
し
、
３

月
31
日
（
水
）
に
完
成
披
露
式
を
行
い

ま
し
た
。
住
宅
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
３
階
建
て
お
よ
び
平
屋
建
て
で
、
高

齢
者
・
障
害
者
向
け
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
し
た
部
屋
な
ど
を
含
む
全
５
棟
69
戸
。

敷
地
内
に
は
公
園
と
集
会
所
を
併
設
し

て
い
ま
す
。

　

建
設
に
は
、
国
の
「
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
」
の
採
択
を
受
け
、
地
域
全
体
の
課
題

解
決
を
目
標
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が

盛
ん
な
加
治
地
区
と
協
働
で
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

昭
和
47
年
に
建
設
し
た
旧
緑
个
丘
住

宅
は
、
老
朽
化
や
県
道
と
を
結
ぶ
道
路

に
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、今
回
、

周
辺
の
里
山
を
活
か
し
、
道
路
・
水
路

な
ど
と
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

自
然
環
境
と
共
生
し
た
、
明
る
い
住
ま

い
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

▼
建
築
課

23
局
３
５
２
６

4
　
「
田
原
駅
南
公
共
駐
車
場
」が
完
成
し
、

３
月
31
日（
水
）に
竣
工
式
を
行
い
、４

月
１
日（
木
）か
ら
供
用
を
開
始
し
ま

し
た
。こ
の
駐
車
場
は
、田
原
駅
周

辺
整
備
の
一
環
と
し
て
設
置
し

た
も
の
で
、受
益
者
負
担
の
実

現
や
周
辺
の
民
間
有
料
駐
車
場
と

の
公
平
性
を
図
る
た
め
、市
と
し
て

初
め
て
公
共
駐
車
場
を
有
料
化
し
ま
し

た
。延
べ
面
積
は
８
０
９
６
・
09
㎡
で
す
。

　

市
が
進
め
る「
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

構
想
」の
理
念
に
基
づ
き
、交
通
量
や
二
酸

化
炭
素
排
出
の
低
減
の
た
め
、エ
コ
通
勤

や
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド（
車
を
駐
車

場
に
停
め
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
）へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

︽
施
設
概
要
︾

◦
駐
車
台
数
＝
自
動
車
３
８
０
台
／
自
転
車

１
８
９
台
／
原
付
な
ど
10
台

◦
定
期
駐
車
券
＝
５
０
０
０
円
／
月

◦
時
間
貸
＝
１
０
０
円
／
時
間（
入
庫
後
１
時

間
ま
で
無
料
／
６
時
間
ま
で
１
時
間
ご
と

１
０
０
円
加
算
／
24
時
間
ま
で
は
５
０
０

パ
ー
ク
＆ア

ン
ド

ラ
イ
ド
の
拠
点
に

田
原
駅
南
公
共
駐
車
場

円
、以
後
24
時

間
ご
と
に
５
０
０

円
加
算
↓
例
：
25
時
間

使
用
で
１
０
０
０
円
）

　

※
自
転
車
・
原
付
な
ど
は
無
料

◦
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
指
定
管
理
者
・（
株
）あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン

田
原

24
局
２
３
４
５

　

 http://w
w

w
.tahara-tm

o.com
/

▼
街
づ
く
り
推
進
課

23
局
３
５
３
５

5
国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用

新
た
な
視
点
の
市
営
住
宅

完成した緑ヶ丘住宅 ▼

北側には、散策も楽し
める藤尾山がそびえ、
南向きの日当たり良好
な住宅となりました。
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6
市
の
財
政
状
況
を
分
か
り
や
す
く

連
結
会
計 

財
務
諸
表
４
表
（
平
成
20
年
度
）

　

市
の
財
政
状
況
を
分
か
り
や
す
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、国
が
推
奨
す
る「
新

地
方
公
会
計
制
度
基
準
モ
デ
ル
」に
基
づ
い

て
、市
や
土
地
開
発
公
社
、第
３
セ
ク
タ
ー

な
ど
の
関
連
６
団
体
を
含
め
た
連
結
ベ
ー

ス
で
財
政
状
況
を
表
し
た「
財
務
諸
表
４

表
」を
作
成
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、資

産
・
負
債
の
状
況
や
、現
金
支
出
以
外
の
コ

ス
ト
情
報
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

︽
指
標
と
表
の
解
説
︾

　

指
標
を
分
析
す
る
と
、将
来
へ
の
負
担

を
極
力
抑
え
、先
送
り
し
な
い
市
の
健
全

な
財
政
状
況
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

₁
市
民
一
人
当
た
り
の
資
産
と
負
債

　

資
産
＝
５
０
８
万
７
０
０
０
円

　

負
債
＝
75
万
８
０
０
０
円

₂
純
資
産
比
率
＝
85
・
１
％

　

純
資
産
の
う
ち
、返
済
義
務
の
な
い
資
産
の

割
合
を
示
す
も
の
。高
け
れ
ば
将
来
世
代
の
負

担
が
少
な
い
。60
％
が
標
準
と
さ
れ
て
い
る
。

₃
安
全
比
率
＝
55
・
９
％

　

経
済
的
な
取
引
に
な
じ
ま
な
い
道
路
や
河

川
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
の
価
値
を
、ゼ
ロ
と

し
て
考
え
た
場
合
の
純
資
産
比
率
。

❖
貸
借
対
照
表
︵
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
︶

　

会
計
年
度
末
に
お
け
る
市
の
資
産
と
、

そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
で
ま
か
な

っ
て
き
た
か
を
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
し

た
も
の
で
す
。左
側
に
資
産
を
示
し
、右
側

に
負
債（
将
来
世
代
が
負
担
）お
よ
び
純
資

産（
現
在
ま
で
の
世
代
が
負
担
）を
示
し
て

い
ま
す
。

❖
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

市
の
経
常
的
な
活
動
に
伴
う
コ
ス
ト

と
、使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の
収
入
を
示
す

も
の
で
す
。経
常
費
用
か
ら
経
常
収
益
を

差
し
引
い
た
も
の
が
、当
該
年
度
の
純
経

常
行
政
コ
ス
ト
と
な
り
ま
す
。

❖
純
資
産
変
動
計
算
書

　

純
資
産
が
、年
度
内
に
ど
の
よ
う
な
財

源
や
要
因
で
増
減
し
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

❖
資
金
収
支
計
算
書

　

現
金
の
流
れ
を
示
す
も
の
で
、収
支
を

性
質
に
応
じ
て
区
分
す
る
こ
と
で
、市
が

ど
の
よ
う
な
活
動
に
資
金
を
必
要
と
し
て

い
る
か
を
表
し
ま
す
。

▼
財
政
課

23
局
３
５
９
１

資産の部 金額（億円） 負債の部 金額（億円）
１　資産・債権 １　流動負債
　（１）資金 51.2 　（１）翌年度償還予定公債 35.4
　（２）債権（未収金など） 29.5 　（２）その他 6.8
２　有価証券・投資等 ２　固定負債
　（１）有価証券 0.7 　（１）公債 352.2
　（２）出資金 13.4 　（２）退職手当引当金等 63.3
　（３）基金・積立金 151.6 　（３）その他 39.2
　（４）その他投資 0.2 負債合計 496.8
３　非金融資産 純資産の部 金額（億円）
　（１）事業用資産（学校・庁舎など） 880.7

純資産合計 2838.9　（２）インフラ資産（道路・公園など） 2208.3
　（３）繰延資産 0.1

資産合計 3335.7 負債・純資産合計 3335.7

経常費用 335.7
１　人にかかるコスト
　（１）人件費 63.0
　（２）退職手当引当金繰入等 1.6
２　物にかかるコスト
　（１）物件費 67.7
　（２）減価償却費 26.7
　（３）維持補修費 11.0
３　移転支出的なコスト
　（１）補助金等 128.5
　（２）社会保障関係費等 20.4
　（３）繰延資産 6.7
４　その他のコスト
　（１）公債費（利払）等 10.0

経常収益（使用料・手数料など） 33.9
純行政コスト（経常費用ー経常収益） 301.8

内訳
期首純資産残高 2704.5

減少要因
　純行政コスト － 301.8
　その他の減少費用 － 53.8
増加要因
　税収 218.5
　移転収入（国・県補助金など） 142.3
　社会保険料等 37.2
　その他の財源調達 92.5
資産評価替・無償受入 － 0.5

期末純資産残高 2838.9

内訳
期首資金残高 50.4

１　経常的収支
　税収、国・県補助金など 121.5
２　資本的収支
　上下水道・学校等整備費など － 102.5
３　財務的収支
　公債費など － 18.1

当期収支 0.8
期末資金残高 51.2

▪貸借対照表

▪行政コスト計算書▪純資産変動計算書▪資金収支計算書

（注）記載金額は表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合
があります。

金額（億円） 金額（億円） 金額（億円）
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7
あ
な
た
の
地
域
へ　

市
政
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

ご
活
用
く
だ
さ
い
「
市
政
ほ
ー
も
ん
講
座
」

　

田
原
市
で
は
、市
の
業
務
や
制
度
、歴

史
・
文
化
や
自
然
な
ど
に
関
す
る
情
報

を
ご
紹
介
す
る
出
前
講
座
、「
市
政
ほ
ー

も
ん
講
座
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。ど
う

ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

︽
申
込
方
法
︾

◦
対
象
＝
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
市
内
の

団
体（
地
域
組
織
・
事
業
所
も
可
）

◦
開
催
場
所
＝
申
込
団
体
で
用
意

◦
開
催
日
時
＝
希
望
日（
土
・
日
曜
日
、祝
日

も
可
・
た
だ
し
午
前
９
時
～
午
後
10
時
）

◦
講
座
内
容
＝
下
記
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択

◦
申
し
込
み
＝
開
催
希
望
日
の
20
日
前
ま

で
に
、申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、広
報
秘
書
課
へ
提
出（
Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
可
）　

※
申
込
書
は
広
報
秘
書
課
、

渥
美
支
所
、赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
で
配

布
の
ほ
か
、各
校
区
の
市
民
館
に
も
設
置

し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
広
報
秘
書
課

22
局
０
１
３
８

　

23
局
１
６
９
１

　

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

番号 講　座　名 講　座　内　容
1 うるおいと活力のあるガーデンシティを目指して 田原市総合計画の紹介
2 ２兆円の臨海工業地帯 市の臨海工業地帯の紹介
3 他のまちとの交流 市の国際・国内交流、姉妹・友好都市、交流事業など
4 秘書の仕事 市長・副市長の秘書の仕事など
5 田原市に住む外国人 市内の在住外国人数の動向や支援事業など
6 広報づくりの現場から 広報たはらが出来上がるまで
7 選挙のしくみ 選挙制度や選挙の要件など
8 情報センターってどんなとこ？ 情報センター・情報メディア・情報セキュリティの紹介など
9 目指しています！サービス向上と効率の良い組織 人事行政運営の状況・職員の資質向上や組織の効率化について

10 田原市の財産 市の財産について
11 田原市の台所 市の予算の概要や財政状況など
12 市民協働によるまちづくりとは？ 市民協働まちづくり条例・まちづくり方針、地域コミュニティ・ＮＰＯ支援策など
13 男女共同参画ってなぁに？ 男女共同参画施策、男女共同参画推進プラン、市内の取り組みなど
14 みんなの交通安全 幼児・若者・一般・高齢者の各世代の交通安全講習
15 防犯してますか？ 犯罪発生状況、犯罪防止の心構え、被害にあったときの対処法など
16 いつまでも丈夫で元気で過ごしましょう＆保険制度 疾病の早期発見・重症化の予防、国民健康保険・後期高齢者医療制度など
17 取り組もう！エコエネルギー・省エネルギー 太陽光・風力発電事業、家庭の新エネルギー・省エネルギーなど
18 菜の花エコプロジェクトって何？ 菜の花エコプロジェクトの紹介・学習
19 ごみの分別 ごみの分別、リサイクルの推進
20 障害者福祉 障害者福祉サービスなど
21 介護保険と高齢者福祉 介護保険・高齢者福祉サービス、介護・認知症予防など
22 子育て支援 子育ての不安・負担の解消、母子・父子家庭の自立支援について
23 健康たはら 21 計画 「健康たはら 21 計画」の紹介
24 田原福祉専門学校ってどんなとこ？ 田原福祉専門学校の概要やカリキュラム、公開セミナーなど
25 日本一の田原の農業 農業産出額日本一の田原の農業について
26 サンテパルクってどんなとこ？ サンテパルクたはらの施設・体験教室・イベントなど
27 営農支援センターってどんなとこ？ 営農支援センターの事業、耕作放棄地の問題など
28 田原市の観光 市の観光施設、観光地、歴史など
29 消費者トラブル対策 消費者トラブルの現状・対策など
30 狭くてゆとりのない道路の解消 住宅の建設時にセットバック部分を市が買収し、狭い道路を改善する制度
31 みちづくり 道路の計画・設計から工事までの紹介
32 かわづくり 河川の計画・設計から工事までの紹介
33 まちなか再生 三河田原駅周辺整備、中心市街地の道路計画など
34 あなたの力で守る新しい里山 里山保全のアドバイス、“緑”が持つ効用など
35 誰でもできる、バリアフリーの街づくり 人にやさしい街づくりの紹介
36 いのちを守る家づくり 家屋の耐震診断や耐震改修など
37 水の役割 水が飲料水になる仕組み、緊急時の飲料水確保など
38 水道水のトラブル解消法 工事による断水対応や給水栓異常の原因と対策
39 下水道の役割と仕組み 公共下水道・農業集落排水施設の役割や仕組み、今後の整備予定など
40 ニュースポーツやってみませんか？ 誰でも楽しめる「タスポニー」「キンボール」などの体験
41 渥美半島の歴史 渥美半島の歴史について
42 渥美半島の自然 「豊かな自然が残された渥美半島」の紹介
43 渥美半島の古道 伊勢街道（太平洋側）と田原街道（三河湾側）の紹介
44 渥美半島に残る戦争遺跡 陸軍伊良湖射場関連施設や太平洋戦争時の各種陣地など戦争遺跡の紹介
45 図書館を暮らしに活かす 図書館の歴史・活動・資料・施設の紹介
46 議会の仕組みと運営 市議会の仕組み・活動内容の紹介
47 監査の仕事 監査の概要、その役目など
48 予想される巨大地震 家庭で役立つ地震災害に対する基礎知識、市の防災対策など
49 渥美半島における津波の脅威について スマトラ沖地震の映像などを通じ、東海・東南海地震の津波被害を予想
50 巨大地震があなたの地区を襲う！ 巨大地震の発生でどうなるか、どうすれば被害を軽減できるか、地図などで検証
51 防火教室・消火訓練 火災予防の方法・火災への対応、消火訓練など
52 救急法講習会 心肺蘇生法・包帯法・止血法・骨折の固定法・搬送法などの講習

▪「市政ほーもん講座」メニュー

※番号 51・52 のメニューは消防課（☎２３局４０７４　 ２３局２４４０）へ直接お申し込みください。
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3

4

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

渥
美
農
業
高
校
と
農
業
を
通
じ
た
交
流
を
行
っ

て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
王
国
の
ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ

の
ル
ー
ク
・
フ
バ
ー
フ
理
事
長
と
ア
ン
ド
レ
ー
・
フ

イ
ゲ
ン
ス
国
際
交
流
部
長
が
田
原
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。理
事
長
は「
今
後
も
良
好
な
関
係
を

築
い
て
い
き
た
い
」と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

絆き
ず
な

を
深
め
て

共
に
学
び
合
う

４
月
８
日［
木
］

▲前列左からフバーフ理事長、鈴木克幸田原市長、フイゲンス国際交流部長

大
谷
友と
も
よ代
さ
ん（
福
江
町
）▼
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

／
鈴
木
敏と
し
あ
き明
さ
ん（
野
田
町
）、小
久
保
勝ま
さ
るさ
ん（
田
原

町
）、松
井
芳よ
し
お生
さ
ん（
姫
見
台
）▼
社
会
体
育
の
振
興
に

貢
献
／
鈴
木
正ま
さ
ひ
こ彦
さ
ん（
田
原
町
）

［
殊
勲
賞
﹂

▼
新
極
真
会
カ
ラ
テ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ「
女
子
軽
量
級
」３

位
／
光み
つ
べ部
和か
ず
こ子
さ
ん（
田
原
町
）▼
後
藤
杯
卓
球
選
手
権

大
会「
カ
ブ
男
子
シ
ン
グ
ル
」３
位
／
川
口
育な
る
ち
か寛
く
ん（
小

中
山
町
）▼
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会「
５
年
男

子
１
０
０
M
」２
位
／
和
田
瑞み
ず
き輝
く
ん（
田
原
町
）▼
東
海

小
学
生
リ
レ
ー
競
走
大
会「
小
学
５
年
混
合
リ
レ
ー
」優

勝
／
伊
藤
壮そ
う
た太
く
ん（
石
神
町
）、光こ
う
べ部
隼は
や
と都
く
ん（
高

松
町
）、渡
会
康こ
う
き貴
く
ん（
大
久
保
町
）、増
山
彩あ
や
ね音
さ
ん

（
赤
羽
根
町
）、後
藤
有あ
り
さ砂
さ
ん（
や
ぐ
ま
台
）、鈴
木
麻あ
さ
ひ妃

さ
ん（
東
赤
石
）▼
全
日
本
実
業
団
対
抗
陸
上
競
技
大
会

「
ジ
ュニ
ア
１
５
０
０
Ｍ
」３
位
／
杉
田
祐ゆ
う
へ
い平
さ
ん（
浦
町
）

▼
全
日
本
実
業
団
対
抗
陸
上
競
技
大
会「
５
０
０
０
Ｍ
」

５
位
／
マ
ー
テ
ィ
ン・ム
ク
レ
さ
ん（
浦
町
）▼
中
部
実
業

団
駅
伝 

優
勝
、全
日
本
実
業
団
駅
伝 

５
位
／
吉
村
尚な
お
さ
と悟

さ
ん
、ジ
ョ
ン・ツ
ォ
ー
さ
ん
、尾
田
賢よ
し
の
り典
さ
ん
、浜
野
健た
け
し

さ
ん
、高
橋
謙け
ん
す
け介
さ
ん
、三
島
慎し
ん
ご吾
さ
ん
、菅
谷
宗む
ね
ひ
ろ弘
さ

ん
、内
田
直た
か
ま
さ将
さ
ん（
緑
が
浜
）▼
全
国
高
校
生
建
築
製
図

コ
ン
ク
ー
ル「
木
造
２
階
建
専
用
住
宅
の
部
」金
賞
／
藤
江

眞ま

み美
さ
ん（
野
田
町
）▼
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会 

出
場
／
山
本
光み
つ
ふ
み文
さ
ん（
六
連
町
）

　

田
原
市
社
会
教
育
表
彰
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
６
名
の

方
に
功
労
賞
が
、大
会
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
21
名

の
方
に
殊
勲
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
氏
名
順
不
同
）

［
功
労
賞
﹂

▼
文
化
の
振
興
に
貢
献
／
鈴
木
雅ま
さ
は
る晴
さ
ん（
福
江
町
）、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
で

活
躍
・
貢
献

３
月
31
日［
水
］

▲表彰を受けられた皆さん
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3

4

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

各
地
で
開
催
さ
れ
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
全
国
大
会

に
出
場
の
田
原
中
学
校
の
生
徒
８
名
が
、川
口
侃た
だ
し

教
育
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。訪
問
し
た
の
は
、

愛
知
県
選
抜
に
選
ば
れ
た
永
峯
康こ
う
き生
く
ん（
２
年
）

と
、ペ
ア
の
中
神
研け
ん
と人
く
ん（
２
年
）、山
田
航こ
う
だ
い大
く

ん（
１
年
）と
坂
口
壮そ

う
す
け亮
く
ん（
１
年
）、永
峯
翔し
ょ
う
た太

く
ん（
１
年
）と
荒
木
伸の

ぶ
よ
し嘉
く
ん（
２
年
）、佐
藤
奨し
ょ
う
ご悟

く
ん（
２
年
）と
鈴
木
隆た
か
ふ
み文
く
ん（
１
年
）。永
峯
康
生

く
ん
は「
勝
つ
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
が
、全
国
優

勝
を
目
指
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

自
分
の
プ
レ
ー
で

勝
利
を
つ
か
む
！

３
月
24
日［
水
］

▲左から【前列】永峯（翔）くん、坂口くん、山田くん、鈴木くん、川口教育長
【後列】荒木くん、永峯（康）くん、中神くん、佐藤くん

　

滝
頭
公
園
一
帯
で
滝
頭
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。桜
が
満
開
を
迎
え
た
こ
の
日
、多
く
の
花

気
の
合
う
仲
間
と

満
開
の
桜
の
下
で

４
月
４
日［
日
］

見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
や
写
生
大
会
、餅
投

げ
な
ど
の
ほ
か
、プ
ロ
の
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
も

行
わ
れ
、皆
さ
ん
、気
の
合
う
仲
間
や
家
族
と
一
緒

に
、春
の
一
日
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

▲滝頭公園一帯では、約３千本の桜が最盛期を迎えていました
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田
原
市
戦
没
者
追
悼
式
が
、田
原
市
総
合
体
育

館
に
お
い
て
、市
の
主
催
に
よ
り
無
宗
教
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。式
に
は
、遺
族
の
方
や
関
係
者
な
ど

約
７
０
０
名
が
参
列
し
、太
平
洋
戦
争
な
ど
で
尊

い
命
を
失
っ
た
２
２
２
７
柱
の
英
霊
に
黙
と
う
や

献
花
を
行
う
な
ど
、平
和
維
持
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、田
原
文
化
会
館
に
原
爆
パ
ネ
ル
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、参
列
者
や
文
化
会
館

の
来
場
者
な
ど
が
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。

恒
久
平
和
へ
の

思
い
を
込
め
て

４
月
９
日［
金
］

▲祭壇の前で追悼の言葉を述べる鈴木克幸田原市長

　
﹁
愛
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
パ
ー
ト
22
﹂

や
し
の
実
対
面
式
が
、日
出
園
地
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。島
崎
藤
村
の
叙
情
詩「
椰
子
の
実
」を
再
現

し
よ
う
と
、昨
年
５
月
に
石
垣
島
か
ら
投
流
し
た

１
１
０
個
の
う
ち
、３
個
の
や
し
の
実
が
鹿
児
島

県
と
茨
城
県
に
流
れ
着
き
ま
し
た
。抽
選
で
選
ば

れ
た
や
し
の
実
の
オ
ー
ナ
ー
と
、拾
っ
た
方
の
２

組
が
招
待
さ
れ
、鹿
児
島
県
で
や
し
の
実
を
拾
っ

た
96
歳
の
中
村
実
志
さ
ん
は「
長
生
き
で
き
た
お

か
げ
」と
、対
面
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

黒
潮
が
運
ん
だ

や
し
の
実
の
ロ
マ
ン

４
月
３
日［
土
］

▲オーナーの糟谷大輔さん（左）に、拾ったやしの実を渡す中村さん（右）

　

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
来
園
５
０
０
万
人
達

成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。５
０
０
万
人
目
に
入

園
し
た
の
は
、鈴
木
潤
也
さ
ん（
浜
松
市
）と
ご
家

族
の
皆
さ
ん
。地
元
産
の
農
畜
産
物
な
ど
記
念
品

が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。鈴

木
さ
ん
は
偶
然
訪
れ
た
幸
運
に「
自
分
が
節
目
に

当
た
っ
て
驚
き
ま
し
た
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
４
月
に
開
園
し
た
同
公
園
は
、平
成

12
年
５
月
に
１
０
０
万
人
、平
成
20
年
２
月
に

４
０
０
万
人
の
来
園
者
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

愛
さ
れ
る

み
ん
な
の
農
業
公
園

４
月
３
日［
土
］

▲サンテパルクたはら、来園５００万人目の鈴木さん一家

たはらシティニュース
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田
原
市
公
平
委
員
会
委
員
木
村
覓も

と
むさ
ん

（
高
木
町
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
委

員
に
中
川
和
文
さ
ん
（
堀
切
町
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
22
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ

た
第
１
回
定
例
会
で
、
委
員
長
に
山
田
和

子
さ
ん
（
田
原
町
）
が
、
委
員
長
職
務
代

理
者
に
河
合
完
治
さ
ん
（
野
田
町
）
が
そ

れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

　

公
平
委
員
会
は
、
職
員
の
利
益
の
保
護

と
公
正
な
人
事
権
の
行
使
を
保
障
す
る
た

め
に
、
市
長
そ
の
他
の
任
命
権
者
か
ら
独

立
し
た
地
位
を
有
す
る
機
関
で
す
。

▪
職
務

①
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
措
置
の
請
求
を
審
査
・
判
定

し
、
必
要
な
措
置
を
と
る

②
職
員
に
対
す
る
不
利
益
な
処
分
に
つ
い

て
の
不
服
申
し
立
て
に
対
す
る
裁
決
ま

た
は
判
定
を
す
る

③
そ
の
ほ
か
法
律
に
基
づ
き
、
そ
の
権
限

に
属
す
る
事
務
を
処
理
す
る
な
ど

▼
募
集
人
数
＝
２
名　

▼
採
用
期
間=

６
月
１
日
（
火
）
～
７
月
30
日
（
金
）　

▼
勤
務
場
所
＝
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市

役
所
内
）　

▼
勤
務
内
容
＝
農
業
者
年
金

現
況
届
の
受
付
、
パ
ソ
コ
ン
処
理
な
ど　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給
８
１
０
円　

▼
選
考
方
法

＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し

込
み
＝
５
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
農
業
委

員
会
事
務
局
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
締

切
日
必
着
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
23
局
３
５
１
９　

22
局
３
８
１
７

　

田
原
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
60

歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
健
康
や
生
き
が
い
を
感
じ

た
い
、
知
識
と
経
験
を
社
会
の
た
め
に
生
か

し
た
い
方
な
ど
で
、
短
期
的
に
働
き
た
い
と

い
う
方
に
、
希
望
に
応
じ
た
仕
事
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
仕
事
内
容
＝
毛
筆
筆
耕
・
樹
木
の
剪
定
・

草
刈
り
、
ふ
す
ま
張
り
な
ど　

▼
配
分
金

＝
仕
事
の
内
容
と
実
績
に
応
じ
て
支
給　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
17
日
（
月
）
午
後
１

時
30
分
か
ら
開
催
す
る
入
会
説
明
会
で
受

付
（
６
月
以
降
も
毎
月
中
旬
ご
ろ
開
催
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
田
原
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
１
４
３
８

▼
渥
美
支
所
☎
33
局
１
２
２
４

　

田
原
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
が
主

催
す
る
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
者
に
は
苗
を
配
布
し
ま
す
。
９
月

上
旬
に
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ

れ
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
育
て
た
カ
ボ
チ
ャ

の
重
さ
を
競
い
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
＝
５

月
12
日
（
水
）
ま

で
に
電
話
に
て

▼
苗
の
配
布
日
時

＝
５
月
14
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後

４
時　

▼
配
布
場

所
＝
田
原
農
業
改

良
普
及
課　

▼
定
員
＝
15
名
（
先
着
順
）

▼
配
布
本
数
＝
２
本　

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
栽
培
に
は
１
株
に
つ
き
50
㎡

（
例
：
縦
７
ｍ
×
横
７
ｍ
）
以
上
の
面
積

が
必
要

▼
田
原
農
業
改
良
普
及
課

☎
22
局
０
３
８
１

田
原
市
公
平
委
員
会
委
員

田
原
市
臨
時
職
員

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

中川和
かずふみ

文さん

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
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▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
・
開
催
日
時
＝
表
の
と
お

り　

▼
定
員
＝
各
コ
ー
ス
20
名
（
先
着
順
）

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修
室

（
田
原
文
化
会
館
２
階
）　

▼
受
講
料
＝

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
）
▼
申

し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
希
望
コ
ー
ス
・
テ

キ
ス
ト
希
望
の
有
無
を
明
記
）
※
休
館
日

＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中・
申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス

を
含
め
、同
時
に
２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可
。

メ
デ
ィ
ア
研
修
室
は
、
一
般
の
グ
ル
ー
プ
研
修

な
ど
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
（
有
料
）。

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　
jyosys@

city.tahara.aichi.jp
　

弁
護
士
に
よ
る
東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ

ザ
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
問
題
・
多
重
債
務
な
ど
で
お
困

り
の
方
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
～

３
時（
要
予
約
／
相
談
時
間
は
30
分
程
度
）

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

　

給
水
工
事
は
、
必
ず
田
原
市
指
定
給
水

装
置
工
事
店
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
新
規
追
加

◦
壽
鑛
業
㈱

☎
22
局
０
７
５
３

◦
菰
田
設
備
㈱

☎（
０
５
３
２
）53
局
１
８
１
５

◦
カ
ナ
ザ
ワ
工
業

☎（
０
５
３
２
）45
局
０
０
３
５

▼
水
道
課

☎
23
局
３
５
３
２　

22
局
３
１
８
４

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接
続

す
る
場
合
は
、
必
ず
田
原
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
新
規
追
加

◦
菰
田
設
備
㈱

☎（
０
５
３
２
）53
局
１
８
１
５

◦
カ
ナ
ザ
ワ
工
業

☎（
０
５
３
２
）45
局
０
０
３
５

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
23
年
６
月
末

を
目
途
に
通
常
の
放
送
を
終
了
し
、
７
月

１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
放
送
時
間
帯
で
、
図

の
よ
う
な
放
送
終
了
の
お
知
ら
せ
を
行
う

画
面
表
示
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成

23
年
７
月
24
日
の
正
午
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送

は
終
了
（
完
全
停
波
）
し
ま
す
（
Ｂ
Ｓ
ア

ナ
ロ
グ
放
送
も
終
了
）。
引
き
続
き
テ
レ
ビ

を
ご
覧
い

た
だ
く
に

は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル

放
送
や
Ｂ

Ｓ
デ
ジ
タ

ル
放
送
を

視
聴
す
る

た
め
の
準

備
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
準
備
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

▼
総
務
省 

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
７
０
）07
局
０
１
０
１

※
つ
な
が
ら
な
い
方
、
Ｉ
Ｐ
電
話
の
方

☎（
０
３
）４
３
３
４
局
１
１
１
１

　

http://digisuppo.jp/

■パソコン教室
コース 開催日 回数 時間

はじめての方の
パソコン入門

6/6（日）・ 6/13（日）・6/20（日）・6/27（日）全 4 回 13:30～16:30

6/8（火）・6/10（木）・6/15（火）・6/17（木） 全 4 回 13:30～16:30

はじめてのインター
ネット・電子メール 6/22（火）・6/24（木） 全 2 回 9:30～11:30

表計算初級
「エクセル2007」

6/6（日）・ 6/13（日）・6/20（日）・6/27（日）全 4 回 9:30～11:30

デジカメ写真の活用 6/22（火）・6/24（木） 全 2 回 13:30～16:30

パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
生

※パソコンの環境…OS：Windows Vista、使用ソフト：Internet Explorer7.0、Microsoft Word2007、Excel2007

水
道
指
定
工
事
店
の
新
規
追
加

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
追
加

無
料
巡
回
法
律
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

準
備
を
お
早
め
に
！

▲実際の表示は、各放送業者で決定
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▼
日
時
＝
７
月

16
日
（
金
）　

午

後
１
時
30
分
～

４
時　

▼
場
所

＝
田
原
市
役
所

２
０
１
会
議
室

（
北
庁
舎
２
階
）

▼
内
容
＝
免
税
軽
油
使
用
者
証
お
よ
び
免

税
証
の
交
付
申
請
書
類
の
受
付

※
申
請
に
必
要
な
も
の
、
免
税
の
対
象
と

な
る
機
械
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
事
前
説
明
会

　

軽
油
引
取
税
免
税
手
続
き
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
＝
農
業
を
事
業
と
し
て
行
っ
て
い

る
方
ま
た
は
農
作
業
の
う
ち
基
幹
的
な
作

業
の
す
べ
て
の
委
託
を
受
け
て
農
作
業
を

行
な
っ
て
い
る
方　

▼
日
時
＝
６
月
４
日

（
金
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時　

▼
場
所

＝
田
原
市
役
所
３
０
０
会
議
室
（
北
庁
舎

３
階
）　

▼
内
容
＝
申
請
に
必
要
な
も
の
、

免
税
の
対
象
と
な
る
機
械
な
ど
の
説
明
、

申
請
に
係
る
書
類
の
配
布

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

松
く
い
虫
に
よ

る
被
害
を
防
ぎ
、

森
林
の
保
護
育
成

を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
次
の
と

お
り
薬
剤
の
空
中

散
布
を
実
施
し
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
実
施
に
お
い
て
は
細
心

の
注
意
を
払
い
ま
す
が
、
万
が
一
、
こ
の

薬
剤
散
布
に
よ
り
体
調
を
崩
さ
れ
た
場

合
は
、
農
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日
時
＝
５
月
26
日
（
水
）
午
前
５

時
～
10
時
ご
ろ　

※
雨
天
、
強
風
な
ど
の

場
合
は
延
期　

▼
散
布
区
域
＝
中
山
町
ほ

か
（
西
ノ
浜
一
帯
の
森
林
、
区
域
に
は
境

界
標
識
を
設
置
し
ま
す
）

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
、
農
地
へ
の

た
い
肥
散
布
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
堆
肥

を
散
布
し
た
場
合
、
近
隣
の
住
宅
や
観
光

施
設
な
ど
か
ら
悪
臭
や
ハ
エ
な
ど
の
苦
情

を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

堆
肥
を
使
用
す
る
場
合
は
、
次
の
点
に

注
意
し
て
、
生
活
環
境
の
保
全
と
水
質
汚

濁
な
ど
の
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◦
悪
臭
が
発
生
す
る
よ
う
な
堆
肥
を
使
用

せ
ず
、
十
分
発
酵
さ
せ
悪
臭
を
伴
わ
な

い
堆
肥︵
完
熟
堆
肥
︶を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

◦
農
地
に
搬
入
し
た
堆
肥
は
、
す
ぐ
に
鋤

き
込
み
ま
し
ょ
う
。
搬
入
後
、
雨
天
に

よ
り
鋤
き
込
み
で
き
な
い
こ
と
の
な
い

よ
う
、
天
候
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
特
に
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地
に

施
肥
す
る
場
合
は
、
生
活
環
境
に
十
分

配
慮
し
、
悪
臭
、
粉
じ
ん
、
ハ
エ
な
ど

の
害
虫
や
汚
水
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◦
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る
、
過
剰

な
堆
肥
投
入
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

松
く
い
虫
か
ら
松
を
守
る

薬
剤
散
布
に
ご
協
力
を

軽
油
引
取
税
免
税
手
続
き
に
関

す
る
受
付
窓
口
を
開
設

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど
の

発
生
防
止
に
ご
協
力
を

『子ども手当』が
平成22年4月から始まりました

『子ども手当』ってどんな制度？
◎子どもを養育している方は、中学校を卒業するまでの
　子ども 1 人につき、月額1万 3000 円 (平成22年度 ) を
　受給できます。
◎子ども手当は、お住まいの市区町村において、受給資
　格を認定のうえ、年３回 ( ６月、10 月、２月 )、前月
　分までの手当を指定の口座へ振り込みます。
※子ども手当制度創設により、児童手当は平成 22 年３月分
　までの支給となります。

申請について
◎平成 22 年３月 31 日以前に、児童手当を受給している
　方は、原則として子ども手当の申請の必要はありません。
◎申請など手続きが必要な方には、４月下旬に個別に通
　知をお送りしています。詳しくは
　通知または広報たはら４月１日号
　14 頁をご覧ください。
◎公務員の方は、勤務先から支払わ
　れます。申請方法などは、勤務先
　にお問い合わせください。

▶子育て支援課　☎ 23 局 3513
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）を
予
防
す
る
た
め
の
健
診

が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
受
診

券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
、
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

こ
の
機
会
に
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
持
ち
物
＝
受
診
券
（
特
定
健
診
受
診
券

は
黄
色
、
後
期
高
齢
者
健
診
受
診
券
は
桃

色
）、
保
険
証　

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分

は
無
料　

▼
場
所
＝
市
内
医
療
機
関

▼
期
間
＝
12
月
31
日
ま
で
の
診
療
時
間
内

▼
そ
の
他
＝
健
診
は
空
腹
で
受
け
ま
し
ょ

う
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９
（
特
定
健
診
）

☎
23
局
３
５
１
４
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

　

脳
卒
中
、
心
臓
病
、
が
ん
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
予
防
と
早
期
発
見
が
大
切
で

す
。
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
、
各
種
が

ん
検
診
や
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◦
対
象
の
方
に
は
通
知
を
し
ま
す
。

◦
今
年
度
新
た
に
各
種
検
診
の
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診
・
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
の
方
は
特
定
健
診
（
医

療
保
険
者
に
よ
る
検
診
）
と
同
時
に
検

査
で
き
ま
す
。
併
せ
て
の
受
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料

▼
健
康
課
（
田
原
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

６
月
か
ら「
特
定
健
診
」「
後
期
高

齢
者
健
診
」が
始
ま
り
ま
す

健
康
診
査（
無
料
）を

受
け
ま
し
ょ
う
！

検診名 対象者
※年齢は平成23年４月１日時点

実施期間 実施場所 通知時期

住民結核・肺がん検診 40 歳以上の方　 ５月～８月
※予約不要

【検診車】
各市民館ほか

5 月上旬

胃がん検診 35 歳以上の方

６月～１月
※住民結核・肺がん

検診と同時実施は
5/6（木）

　同時実施以外の検
診車・渥美病院での
検診は5/26（水）
予約開始

渥美病院
健康管理センター

5 月下旬

【検診車】
童浦・野田・神戸・赤羽根・
泉・和地・中山の各市民館
あつみライフランド
赤羽根福祉センター
田原福祉センターほか

大腸がん検診 35 歳以上の方 6月～12月 市内指定医療機関

乳がん検診

30 歳以上の女性

6月～1月
※5/26（水）予約開始

渥美病院
健康管理センター

40 歳以上の女性

【検診車】
あつみライフランド
赤羽根福祉センター
田原福祉センター
田原市総合体育館ほか

子宮がん検診 20 歳以上の女性

6月～11月
※5/26（水）予約開始

市内指定医療機関

12月～1月
※5/26（水）予約開始

【検診車】
あつみライフランド
赤羽根福祉センター
田原福祉センター
田原市総合体育館ほか

前立腺がん検診
50･55･60･65･70歳
の男性

6月～12月 市内指定医療機関

肝炎ウイルス検診

40 歳以上の方
（過去に肝炎ウイルス検査を
受けていない方）
※ 40 歳の方には、個人に
通知をします。

6月～12月 市内指定医療機関

歯周疾患検診
20･25･30･35･40･45･
50･55･60･65･70歳の方

6月～１月 市内指定歯科医院

骨粗しょう症検診
35･40･45･50･55･60･
65･70 歳の女性

8月、9月
あつみライフランド
田原福祉センター

8 月上旬

健康応援健診 35 ～ 39 歳の方 6月～12月 市内指定医療機関 5 月下旬

■平成22年度各種健康診査
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消
防
署
と
愛
知
県

防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
と
の
夜
間
離

着
陸
訓
練
を
行
い
ま

す
。

　

訓
練
中
は
騒
音
が

発
生
し
、
ま
た
訓
練
会
場
へ
の
立
入
り
制

限
を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
18
日
（
火
）
午
後
５
時
～

８
時
ご
ろ　

▼
場
所
＝
白
谷
海
浜
公
園
周

辺　

▼
そ
の
他
＝
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、

訓
練
を
中
止
し
ま
す
。

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

医
学
生
、
歯
学
生
の
教
育
実
習
の
た
め

に
必
要
な
遺
体
は
、
慢
性
的
に
不
足
し
て

い
ま
す
。
医
学
の
発
展
を
願
い
、
自
ら
の

遺
体
を
献
納
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
探
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
献
体
と
同
時
に
ア
イ
バ
ン
ク
に

も
登
録
さ
れ
ま
す
。

▼（
財
）不
老
会
田
原
市
支
部

☎
22
局
０
１
６
５

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
夜
間
離
着
陸
訓
練

献
体
に
ご
協
力
を
！

▼ 市民課 ☎２３局３５１１

▼ 税務課 ☎２３局３５０９

▼ 渥美支所市民生活課
　　　　 ☎３３局１１１２

◦お問い合わせ◦

◉電話予約による証明書の時間外交付について
　事前に下記時間帯に電話で予約することにより、平
日の時間外や土・日曜日、祝日に、各種証明書を受け
取ることができます。ぜひご利用ください。
交付できる証明書など

▲ 市民課＝住民票の写し、印鑑登録証明書

▲ 税務課＝納税証明書、所得証明書、課税証明書、
　　　　　資産評価証明書、資産所有証明書

▲ 渥美支所市民生活課＝
　　　　　住民票の写し、印鑑登録証明書、納税証
　　　　　明書、所得証明書、課税証明書、資産評
　　　　　価証明書、資産所有証明書
電話予約・受け取りができる方

▲ 住民票の写し＝本人または同一世帯の方

▲ 印鑑登録証明書＝本人またはその代理人

▲ 税務関係証明書＝本人または同居の親族

電話による予約の受付時間
月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※祝日・年末年始を除く
交付場所
市役所宿直室（北庁舎１階）
渥美支所宿直室
交付時間
年末年始を除く、以下の時間で交付します。
◦月～金曜日　午後５時30分～７時
◦土・日曜日、祝日　午前８時30分～午後５時
※渥美支所は土・日曜日、祝日のみ
交付のときに必要なもの
◦本人であることが確認できるもの
　（運転免許証、パスポートなど）
◦印鑑登録証明書の場合は、印鑑登録証
◦手数料

■市民課（南庁舎１階）
便利な土曜日の時間外窓口をご利用ください。
各種証明書については、電話で予約することで、平日
の時間外や土・日曜日、祝日に受け取る
こともできます。詳しくは「電話予
約による証明書の時間外交付
について」をご覧ください。

開設日時
毎週土曜日（年末年始を除く）
午前８時30分～午後０時30分

取扱業務

◦各種証明書の交付
　住民票の写し、印鑑登録証明書、
　戸（除）籍謄抄本
◦印鑑登録
◦戸籍届出書受領

市役所時間外窓口を
開設しています。

│ 17 │　　　　　　　　　　平成22年5月1日



　

環
境
保
全
事
業
に
取
り
組
む
市
民
や
事

業
者
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
左
表
に
示
す

内
容
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
（
契
約
前
）

に
制
度
の
詳
し
い
内
容
を
各
担
当
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
①
～
④
、
⑥
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
書
提
出
時
に
工
事
着
手
し
て
い
な

い
こ
と

◦
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
工
事
お

よ
び
工
事
代
金
の
支
払
い
な
ど
が
完
了

す
る
こ
と

※
申
請
関
係
書
類
は
、
本
人
ま
た
は
そ
の

家
族
の
方
が
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
飼
い
犬
に
鑑か
ん

札さ
つ

と
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

装
着
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
万
一

飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
で
も
、

す
み
や
か
に
飼
い
主
が
判
明
し
ま
す
。

◦
犬
の
逃
走
防
止
の
た
め
、係
留
器
具（
鎖

な
ど
）
の
点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

毎
年
、
多
く
の
飼
い
犬
が
係
留
器
具

の
点
検
不
備
に
よ
り
、
逃
走
し
て
迷
子

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ま
め
に
鎖
な
ど

の
係
留
器
具
を
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
ら
、
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
り
、
人
を

か
ん
だ
り
し
た
ら
、
動
物
保
護
管
理
セ

ン
タ
ー
ま
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
48
時
間
以
内
に
事
故
の
届
出
を
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

▼
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
３
７
７
７

　
（
０
５
３
２
）33
局
３
７
７
９

　

郵
便
事
業
株
式
会
社
で
は
、「
通
常
郵

便
は
が
き
」
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
１
級
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
ま
た
は
Ａ
判
定
も
し
く
は
１
度
・
２
度
の
療

育
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

▼
枚
数
＝
１
人
20

枚　
▼
申
し
込
み
＝
５
月
31
日（
月
）ま
で
に
、

お
近
く
の
郵
便
局
で
対
象
と
な
る
手
帳
を
提

示
し
、
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
手
帳
の
種
類
・

番
号
・
等
級
を
記
載
の
う
え
郵
送

▼
郵
便
事
業
株
式
会
社
田
原
支
店

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
9　

住
所
不
要
）

☎
22
局
２
６
０
３

動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
動
管
）か
ら
の
お
願
い

環
境
保
全
補
助
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

補助金名 補助額 担当課

①
排水設備工事費
融資あっせん制度

融資を受ける場合の金融機関への利息を市が
負担
※借入限度額 100 万円

▼下水道課
☎23局3525

②
浄化槽雨水貯留施設
転用補助金

改造工事費× 1/2
※限度額 10 万円

③
雨水貯留施設
新設補助金

購入額× 1/2
※限度額 10 万円
1 世帯 1 基まで

④
浄化槽設備整備
事業補助金

（合併処理浄化槽）

設置費× 1/2
※限度額
５ 人槽
６ 人槽～  7 人槽
８ 人槽～ 10 人槽
11 人槽～ 20 人槽
21 人槽～ 30 人槽
31 人槽～ 50 人槽
51 人槽以上

33 万 2000 円
41 万 4000 円
54 万 8000 円
93 万 9000 円

147 万 2000 円
203 万 7000 円
232 万 6000 円

⑤
生ごみ処理容器等
設置事業補助金

購入額× 1/2
※限度額
Ａ 生ごみ処理容器 3000 円／基
1 世帯 2 基まで
Ｂ 電気生ごみ処理機１万円／台
1 世帯 1 台まで

（この補助金を受けて設置し、Ａは５年以上、
Ｂは７年以上経過したもので、故障などで使
用不可になった場合は、再度申請可）

▼清掃管理課
☎23局3538

⑥
公害防除施設等
整備事業補助金

施設設置費× 30/100
※限度額 500 万円

▼環境衛生課
☎23局3541

⑦
有害鳥獣対策費
補助金

電気柵の購入額× 1/2
※限度額 10 万円

■平成22年度環境保全補助金制度

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
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田
原
市
で
は
、
土
地
の
秩
序
あ
る
利
用

と
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
田

原
市
土
地
開
発
行
為
に
関
す
る
指
導
要

綱
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
市
内
で
開
発
行

為
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
市
と
の
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
開
発
行
為
と
は

　

住
宅
用
地
、
工
場
用
地
、
ゴ
ル
フ
場
用

地
な
ど
の
造
成
、
土
石
の
採
取
、
鉱
物
の

採
掘
、
水
面
の
埋
立
て
ま
た
は
干
拓
、
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

、
廃
棄
物
の
埋
立
て
、
そ
の
ほ
か
土
地

の
区
画
形
質
の
変
更
を
指
し
ま
す
。

■
面
積
要
件
は

◦
対
象
と
な
る
の
は
、
開
発
区
域
の
面
積

が
３
０
０
０
㎡
以
上
１
万
㎡
未
満
の
開

発
行
為
で
す
。

◦
１
万
㎡
以
上
の
場
合
は
、「
愛
知
県
土

地
開
発
行
為
に
係
る
指
導
要
綱
」
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
う
場

合
に
は
、
面
積
な
ど
に
応
じ
て
契
約
前
ま

た
は
契
約
後
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

■
契
約
前
に
必
要
な
届
出

　
「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
公
有
地
の
先
行

取
得
を
目
的
と
し
た
届
出
で
す
。

▼
対
象
＝
市
街
化
区
域
内
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
の
取
引　

▼
届

出
す
る
人
＝
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と
す
る

人　

▼
届
出
時
期
＝
土
地
売
買
契
約
を
行

う
前
（
一
定
期
間
契
約
行
為
が
制
限
さ
れ

ま
す
）

■
契
約
後
に
必
要
な
届
出

　
「
国
土
利
用
計
画
法
」
に
基
づ
く
も
の

で
、
地
価
の
高
騰
な
ど
を
抑
え
、
土
地
の

適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
の
促
進
を
目
的

と
し
た
届
出
で
す
。

▼
対
象
＝
市
街
化
区
域
に
属
す
る

２
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
ま
た
は
市
街
化

調
整
区
域
に
属
す
る
５
０
０
０
㎡
以
上
の

土
地
の
取
引　

▼
届
出
す
る
人
＝
土
地
を

譲
り
受
け
た
人　

▼
届
出
時
期
＝
土
地
売

買
契
約
後
２
週
間
以
内

※
ど
ち
ら
の
届
出
も
、
ま
と
ま
っ
た
一
体

的
な
土
地
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３

　

22
局
３
８
１
１

　

平
日
に
納
税
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、
休
日
収
納
窓
口
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
５
月
30
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時　

▼
場
所
＝
田
原
市
役
所

南
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー　

▼
業
務
内
容
＝
市

税
収
納
、
市
税
等
口
座
振
替
申
込
書
の
受

け
付
け

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

自
動
車
税
は
自
動
車
を
、
軽
自
動
車
税

は
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の

オ
ー
ト
バ
イ
や
農
耕
用
作
業
車
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
を
含
む
）
を
、
４
月
１
日

現
在
お
持
ち
の
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　

対
象
の
方
に
、
５
月
中
旬
に
、
納
税
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
５
月
31
日

（
月
）
の
納
期
限
ま
で
に
納
税
通
知
書
に

記
載
し
て
あ
る
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
領
収
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
継

続
検
査
用
（
車
検
用
）
の
証
明
書
は
、
車

検
を
受
け
る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
自
動
車
税
に
つ
い
て

▼
東
三
河
県
税
事
務
所
課
税
第
二
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
５
１
１
１

　
（
０
５
３
２
）54
局
５
１
２
５

◉
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
４
月
１
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
童
浦

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た

め
金
30
万
円
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
３
月
８
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

４
０
０
万
円
。

大
規
模
な
土
地
取
引
は

届
出
が
必
要
で
す

大
規
模
な
開
発
行
為
は

事
前
協
議
が
必
要
で
す

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
税
は

５
月
31
日（
月
）ま
で

市
税
の
休
日
収
納
窓
口
を
開
設
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◉
５
月
21
日
金
～
23
日
日

田
原
市
文
化
協
会 

春
の
文
協
ま
つ
り

▪
田
原
会
場

▪
各
種
展
覧
会
・
芸
能
大
会
・
さ
つ
き
展

期
日
▼
５
月
21
日
（
金
）
～
23
日
（
日
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
・
田
原
市
総
合
体

育
館

▪
渥
美
会
場

▪
市
民
茶
会
・
各
種
展
覧
会
・
芸
能
大
会

期
日
▼
５
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館

※
詳
細
は
広
報
た
は
ら
４
月
１
日
号
18
頁

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
文
化
協
会
☎
22
局
６
０
６
３

◉
５
月
22
日
土
・
23
日
日

第
50
回
記
念 
田
原
凧
ま
つ
り

　

昭
和
24
年
に
始
ま
っ
た
田
原
凧
ま
つ
り

も
今
年
で
50
回
目
。
こ
の
歴
史
あ
る
大
会

を
ぜ
ひ
間
近
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
初
凧

日
時
▼
５
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時
～

場
所
▼
ト
ヨ
タ
厚
生
セ
ン
タ
ー
内
体
育

館
・
芝
生
広
場

▪
け
ん
か
凧
　
※
雨
天
の
場
合
、30
日
に
延
期

日
時
▼
５
月
23
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

場
所
▼
田
原
市
総
合
体
育
館
周
辺

※
ま
つ
り
の
告
知
凧
を
田
原
文
化
会
館
に

展
示
（
期
間
＝
５
月
15
日
圡
～
20
日
㊍
）

▼
田
原
ま
つ
り
会
館
☎
22
局
７
３
３
７

◉
５
月
11
日
㊋

講
座
﹁
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
﹂

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
友
人　

そ
の
６

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
学
芸
員

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
会
場
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
５
月
30
日
日　
※
雨
天
中
止

春
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

　

豊
橋
市
と
共
同
で
、
野
鳥
や
干
潟
の
生

き
物
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
汐
川
干
潟
（
豊
橋
市
杉
山
町
）

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
小
・
中
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

定
員
▼
50
名
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
無
料

持
ち
物
▼
長
靴
、
タ

オ
ル
、
帽
子
、
飲

み
物
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
▼
５
月
18

日
（
火
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は

が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は

が
き
の
場
合
は
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
と
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢

を
明
記
）

▼
豊
橋
市
環
境
保
全
課

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
３
８
５

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
２
６

　

kankyohozen@
city.toyohashi.lg.jp

◉
６
月
２
日
氺

消
費
者
生
活
講
座

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

内
容
▼
コ
ッ
ト
ン
・
エ
コ
ふ
と
ん
～
寝
具

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

月
の
イ
ベ
ン
ト

5

月
の
イ
ベ
ン
ト

6

　恋路ケ浜から灯台方面へつながる散策
道が完成しました。
　砂浜沿いを散策できる遊歩道のほか、憩
いの場となるベンチも設置しました。
　この散策道は砂浜や海浜植物を保護す
ることも目的としており、伊良湖岬周辺に
生育する希少な海浜植物などを紹介する
解説板も設置しました。
　さわやかな潮風を感じることのできるこ
の散策道を、皆さんぜひご利用ください。

▼商工観光課　☎２３局３５16

伊良湖岬の散策道が完成！！
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◉
６
月
５
日
土
・
６
日
日

第
９
回
田
原
市
音
楽
祭

日
時
▼
６
月
５
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

出
演
▼
市
内
中
学
校
・
渥
美
農
業
高
等
学

校
・
成
章
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部

入
場
料
▼
無
料

日
時
▼
６
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

内
容
▼
田
原
に
縁ゆ
か
りの
あ
る
演
奏
家
と
市
内

で
活
動
す
る
音
楽
団
体
に
よ
る
演
奏
会

客
演
▼
髙
木
愛
子
（
チ
ェ
ロ
）、
野
畑
さ

お
り
（
ピ
ア
ノ
）

出
演
▼
田
原
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
教
室
、
田
原

混
声
合
唱
団
、
渥
美
混
声
合
唱
団
、
田

原
市
吹
奏
楽
団

入
場
料
▼
無
料

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局

☎
23
局
２
６
８
３
（
金
子
）

◉
６
月
25
日
金

Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み 

健
康
会
議
２
０
１
０

～
自
分
の
か
ら
だ
は
自
分
で
守
る
～

時
間
▼
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
健
康
講
話
（
近
藤
一
男
医
師
）、
田

原
市
の
疾
病
状
況
報
告
、
健
康
チ
ェッ
ク

コ
ー
ナ
ー
、
健
康
相
談
・
介
護
相
談
な
ど

定
員
▼
１
５
０
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
▼
６
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
に
て

参
加
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
来
場
者
に
は
記
念
品
あ
り

▼
保
険
年
金
課
☎
23
局
２
１
４
９

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
生
活
部
生
活
課

☎
24
局
０
１
５
３

★今年度から、整理券の配布を行いません
★前売りチケットの取り扱い
イベントチケットは、前売り開始日は開催会場のみの販売で、完売
しなければ、翌営業日から各窓口で販売します。（前売開始日の正
午から電話予約可）
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。
★託児サービス（先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

森山良子
コンサートツアー
　透明感のある歌声と歌唱力で、名実ともにトップシンガーで
ある森山良子のコンサートツアーです。　

日 時　７月４日（日）午後５時開演
（30分前開場）

場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　5,000円

当日500円増
※未就学児の入場不可

チ ケ ッ ト　５月９日（日）午前９時から
渥美文化会館で前売り開始
※整理券配布なし（詳細はチラシをご覧ください）

問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531
提 携 先　㈱サンデーフォークプロモーション

全席指定

田原市納涼寄席
三遊亭圓歌親子会
　三遊亭圓

え ん か

歌（落語協会最高顧問）・若
わ か え ん か

圓歌・
小
こ え ん か

円歌・歌
か せ ん

扇が出演する盛りだくさんの落語
会です。

日 時　８月22日（日）午後２時開演
（30分前開場）

場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　3,000円　当日500円増

※未就学児の入場不可
チ ケ ッ ト　６月27日（日）午前９時から

田原文化会館で前売り開始
※１人５枚まで

（整理券配布なし）
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

７/４ 

８/22 

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

5月13日木・6月10日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545

全席指定
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麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク

チ
ン
は
必
ず
２
回
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
19
年
春
、
大
学
生
の
麻
し
ん
（
は
し

か
）
が
流
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、麻
し
ん
・

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
１
回
し
か
実
施
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
感
染
者
が
増
加

し
た
た
め
で
す
。

　

流
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
予
防
接
種
の
接

種
率
を
95
％
以
上
に
維
持
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

麻
し
ん
は
、
か
か
る
と
１
０
０
０
人
に
１

人
の
割
合
で
命
を
落
と
し
た
り
、
脳
炎
に
よ

る
重
い
後
遺
症
が
残
っ
た
り
す
る
怖
い
感
染

症
で
す
。
風
し
ん
は
大
人
に
な
っ
て
か
か
る

と
重
症
に
な
り
や
す
く
、
妊
娠
初
期
に
か
か

る
と
胎
児
が
影
響（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）

を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❖
麻
し
ん
・
風
し
ん
に
な
ら
な
い
・
さ
せ
な
い

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
は
予
防
接
種
に
よ
っ
て

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
病
気
で
す
。
感
染
し
な

い
た
め
に
も
、
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め

に
も
、
必
ず
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◦
対
象
と
な
る
方
へ
は
、
４
月
下
旬
に
個
別

通
知
を
郵
送
し
ま
し
た
。

◦
費
用
は
無
料
で
す
が
、
対
象
年
齢
を
過
ぎ

る
と
１
万
円
程
度
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
（
全
額
自
己
負
担
）。

　

進
学
や
就
職
の
と
き
に
、
麻
し
ん
な
ど
の

予
防
接
種
歴
の
確
認
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
接
種
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（クッキングコース） ６月１５日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター 妊娠中の方　※予約制

貧血予防の調理実習、栄養の話、交流会など

離乳食教室
６月　９日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話６月１６日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談

６月　１日（火）  9：30 ～ 10：30 赤羽根福祉センター

身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）６月　７日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

６月１１日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

5月9日（日）
川瀬医院 ☎35局1511
葉山歯科医院 ☎32局0038

5月16日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24局2322
青木歯科クリニック ☎33局1139

5月23日（日）
昭和医院 ☎32局3749
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
佐野歯科医院 ☎22局0685

5月30日（日）
かわせ小児科 ☎22局1230
小原歯科医院 ☎25局1139

月　日 当直医 電話番号

6月6日（日）
山本医院 ☎45局2203
ふくい眼科 ☎22局5878
ふくしま歯科医院 ☎37局1182

6月13日（日）
丸山医院 ☎33局0313
伊藤歯科医院 ☎22局1104

6月20日（日）
津金医院 ☎33局0222
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
森下歯科医院 ☎32局2700

6月27日（日）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
きまた眼科 ☎23局1092
鈴木歯科医院 ☎32局0239

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

健康課
市役所内
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

対象年齢 接種率

ＭＲ１期☆
１歳以上２歳未満児 96.4％

ＭＲ２期☆
小学校入学前の５～６歳児 97.7％

ＭＲ３期＊
中学１年生の年齢相当 95．0％

ＭＲ４期＊
高校３年生の年齢相当 93.7％

❖田原市の接種率（平成21年度）

☆１期・２期に１回ずつ接種
＊麻しん・風しんワクチンを１回しか受けて
いない子のための経過措置（Ｈ20～H24年度）

１回の接種で免疫がつかなかった場
合（数％存在すると考えられます）
や、接種から時間が経過して免疫が
低下した場合、２回目の接種で免疫
力を確実なものにするためです。

◉なぜ２回接種が必要なの？
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６月  ７日（月）・11日（金）・14日（月）・２１日（月）・２８日（月）

５月 ６日（木）・１０日（月）・１４日（金）・１７日（月）・２４日（月）・
３１日（月）
※中央図書館は、特別整理期間のため５月２５日（火）から２８日
　（金）まで休館します。

Ｔ

ＡＨＡＲＡ
よ う こ そ

ホットニュース ５月展示コ
ーナー

おはなし会

　今年度で３年目に突入した、図書館主催の「キャリ
アデザイン講座」。まだまだなじみの薄い言葉〝キャ
リアデザイン〟ですが、簡単に言えば自分の人生設計
について考えるということです。
　この講座では、郷土にゆかりのある仕事人を講師
としてお招きし、どのようにしてその仕事を選んだ
のか、またどのようにして迷ったりピンチの場面を
乗り切ったりしてきたかなどを、ご自身のエピソー
ドと共にお話しいただきます。今年度は、６月、10
月、１月に開催予定です。
　さまざまな職種の方のお話を聞くことができる
チャンスですので、皆さんぜひご参加ください。

※詳しくは、広報たはら・図書館ホームページなどで
お知らせします。

　 http://www.city.tahara.aichi.jp/section/library/

　

緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
に
な
る
と
、
毎
年
何

か
が
始
ま
り
そ
う
な
気
が
し
て
わ
く
わ
く

し
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
季
節
に
ぴ
っ
た
り
な

本『
１
歳
か
ら
１
０
０
歳
の
夢
』
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

表
紙
を
め
く
る
と
「
あ
な
た
の
夢
は
何
で

す
か
？
」
と
い
う
言
葉
が
目
に
飛
び
こ
ん
で

き
ま
す
。
そ
の
後
は
書
名
の
と
お
り
、
１
歳

か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の
方
の
夢
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
７
歳
の
男
の
子
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

員
に
な
り
た
い
と
い
う
力
強
い
夢
、
96
歳
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
健
康
で
あ
と
30
年
、
ひ
孫

が
大
き
く
な
る
ま
で
生
き
た
い
と
い
う
夢
な

ど
。
自
分
と
同
じ
年
代
の
人
の
夢
を
見
る
の

も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人

の
夢
を
見
て
い
る
と
、
何
か
新
し
い
こ
と
を

始
め
て
み
よ
う
か
と
、
少
し
背
中
を
押
し
て

く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

図
書
館
に
は
趣
味
の
本
か
ら
仕
事
に
関
す

る
本
ま
で
幅
広
く
あ
り
ま
す
。
図
書
館
で
、

新
し
い
何
か
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎一般 「ほりだし本、あります。」
５月15日［土］～６月10日［木］
図書館にはまだ誰にも借りられていない本がありま
す。そんな本の中からオススメの本を発掘しました。

◎こどもしつ 「みんな　だいすきだよ」
がっこう　ようちえん　ほいくえんのおはなし
５月15日［土］～６月10日［木］
みんなのよく知っている学校・幼稚園・保育園のお
話を集めました。

おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／６月５日（土）15:00～　※５月はお休み
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／５月12日（水）10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
※５月はお休み

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなしの会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／５月16日（日） ・６月５日（土）10:30～　　

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア・図書館） 
日時／５月８日（土）・６月５日（土）14:00～
　　　５月22日（土） 10:30～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

オ
ス
ス
メ
の
本

﹃
１
歳
か
ら
１
０
０
歳
の
夢
﹄

今年度も開催します！
「キャリアデザイン講座」

◦昨年の様子
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仰向けに寝て、足はひざを曲
げ腰幅に開く。

右足と左肩を床に押しつけ
るようにしながら、ゆっくり右
側のお尻を持ち上げ、床に
戻す。

同じように左側のお尻を持ち
上げ、ゆっくり床に戻す。

※　～　の動きを10～１５
回繰り返す。

生涯学習課　２３局3531

お尻をゆっくりとスムーズに動かすと、骨盤を支
える筋肉が連動して使われます。筋肉がほぐれ、
血流が良くなり体調の改善につながります。ま
た、筋肉が普段と違った使われ方をするため、
脳が刺激され脳の活性化にもつながります。

骨盤周辺の筋肉をほぐして
体調改善！

１

２

３

１

２

２

３

３

２３２３

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センター・子育て支援課にあります。
　ホームページからもダウンロードできます。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

◉工
こ う

作
さ く

ランド

「くるくる万
ま ん げ き ょ う

華鏡」
ペットボトルの底に描いた模
様がステキに見えるよ！
開催期間
◦５月11日（火）～29日（土）
　※日曜日は除く

◉５月
が つ

のチャレンジ

「馬
う ま

とび」
続けて何回跳べるかな。
開催期間
◦５月１日（土）～30日（日）

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

広報秘書課 ２２　０１３８

アナログ デジタル 12

■街角ネットたはら番組表

毎日６回放送　！５月１日から放送時間が変更になりました
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■たはらほっとらいん

毎週土・日曜日　１日５回放送
①8：15 ②13：15 ③16：15 ④19：15 ⑤23：15 

放送日 内　容

～5/13 市民緑花まつり
しおさい大学「健康体操」

5/14～5/27 市民協働まちづくり事業補助金公開審査
農業体験「田植え」

5/28～6/10 第 50 回記念田原凧まつり
防災リーダー研修会

放送日 内　容

5月 田原市の里山を大切にしたい
～たはら里山の会の取り組み～

６日（木）、10日（月）、17日（月）、
24日（月）、31（月）

５ 月のお休み

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

（児童センターのみ開催）

日時◦５月19日（水） 午前10時～

◉絵
え ほ ん

本の読
よ

み聞
き

かせ
日時◦５月20日（木） 午前10時30分～

▲クルクル回してのぞいてみよう！

▲田原児童センター所在地

▲西部児童館所在地

田原市役所

田原
郵便局

三河田原駅

めっくんはうす

神戸駅

セントファーレ

田原福祉
センター

田原中央図書館 汐川田原市
博物館

田原福祉
専門学校 ★

田原萱町

福祉
センター西

汐川橋東

新清谷 豊橋
鉄道

渥美
線

田原児童センター

ほると台

渥美湾

★

田原野田局

野田中
野田小

馬草口

野田保育園北
文文

西部児童館

平成22年5月1日 　  　　　　　　　　│ 24 │



5

の

月５月３１日

固定資産税・都市計画税
（全期・第１期分）

軽自動車税
（全期分）

納
期
限

　

１
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

目
指
す
べ
き
教
育
の
あ
り
方
と
取
り

組
み
を
明
ら
か
に
し
た
、『
田
原
市
教

育
振
興
基
本
○
○
○
○
』
を
策
定
し
ま

し
た
。

２　

地
域
の
新
○
○
○
○
の
皆
さ
ん
を
２

頁
と
３
頁
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

３　

便
利
な
土
曜
日
の
○
○
○
外
窓
口
や

電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
の
時
間
外
交

付
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

４　

田
原
市
と
愛
知
○
○
○
○
は
、
相
互

に
連
携
・
協
力
し
、
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
包
括
的

な
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

５　

５
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）
に
、

第
50
回
記
念
田
原
○
○
○
○
○
が
開
催

れ
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に
「
図
書
カ

ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
５
月
20
日
（
木
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
４
月
号
の
答
え
】
よ
ざ
く
ら

（
応
募
総
数
58
通
中
、正
解
58
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
、寄
せ

ら
れ
た
ご
要
望
な
ど
は
、関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

4

3

1

5

2

4

人身16件（55件）
負傷20人（69人）
死亡０人（０人）
物損126件（348件）

火災1件（7件）
救急176件（542件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗3件（17件）
乗物盗4件（17件）
非侵入盗4件　（20件）

※（　）内の数字は平成22年の累計

田原警察署だより

３月

田原警察署　 23局０１１０

悪質商法から身を守ろう！
年々巧妙化する悪質商法の手口。被害者にな
らないために、次の問題商法に気をつけましょう。

●点検商法
点検と称して訪問し、「水が汚れている」「耐震性に問題が
ある」などと消費者の不安をあおり、浄水器購入やリフォ－
ム工事などの契約をさせる。
●内職商法
魅力ある内容の広告やダイレクトメールで内職の希望者
を募集する。悪質な業者は、各種材料・パソコンなどを売り
つけるだけで、実際には仕事も収入もほとんど得られず、
ローンだけが残ってしまうということがある。
●利殖商法
「必ず値上がりする」「損はさせない」などのセールストーク
で、リスクの高い金融商品への投資や出資話を持ちかける。
　
　相談窓口「悪質商法１１０番」　（０５２）９５１局４１９４
　＊受付時間：月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　　午前９時３０分～正午、午後１時～４時

0

25
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25

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

川が汚れています。水質を改善するためには、一人ひとりの取り組みが大切です。

4/20現在
98.5％

1/1 1/10 1/20 2/1 2/10 2/20 3/1 3/10 3/20 4/1 4/10 4/20

３月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

●市内５河川の水質調査結果

（　　 ）

節水注意線

※節水注意線とは、この値を下回ると節水が開始されるラインのこと（節水率検討）
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本誌は再生紙を使用しています。本誌は再生紙を使用しています。

N
o.665 平

成
22

年
５

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

６６，493人　総人口

３３，643人　男性

３２，850人　女性

２１，５97世帯世帯数

42人出生 65人死亡

331人転入 427人転出

－119人増減 ※増減は3月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２２年4月１日現在）

スピノサウルスとティラノサウ

ルスを作ったよ！

自分の好きな題材を組み
合わせ、恐竜のツメやキ
バなど細部まで丁寧に表
現することができました。

評 評
堀切小学校５年

中居優果さん

いろいろな模様のこいのぼりが

できたよ！
　　　　つく

　　　　　　　  も よう

　　　　　　　ゆ う　 　か

　　　　　　　　　 ゆ うみ な    ご し    き ら　　り

堀切小学校６年

鈴木敦士くん
　 あ つ     し

山北保育園

皆越妃莉ちゃん（５歳）

永野   敦子 先生
山北保育園

柴 田　侑くん（５歳）

初めて彫刻刀を使いま
したが、髪の毛や猫の毛
並みなど、上手に表現
することができました。

評 霧吹きでシュッシュッシュッ。にじむ様子が
面白かったね！いろいろな色を使って、きれ
いな模様のこいのぼりができました。

きり　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よう  す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

おも しろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いろ　　 つか

 　　　　　も　よう　　　　　　　　　　　　　　　 

評 恐竜を立たせるために、足の角度を変える
などよく考えて作っていたね。今にも動き出
しそうな、かっこいい恐竜ができました。

きょうりゅう　　　た　　　　　　　　　　　　　　　　あし　　　かく　ど　　　　か
　　　　　　

　　　　　　　　かんが　　　 つく           　　　　　　　　 いま　　　　  うご  　　 だ

　                            　　　　　　　　　きょうりゅう　 　　　

ステンドグラス 版画

▼
春
は
ひ
と
雨
ご

と
に
暖
か
く
な
る

と
い
い
ま
す
が
、

今
年
は
突
然
寒
さ

が
逆
戻
り
。
し
ま

い
込
ん
だ
コ
ー
ト
を
引
っ
張
り
出
す

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
暖
の
差
に

体
調
を
崩
さ
れ
た
方
も
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
田
原
市
の
友
好

都
市
の
長
野
県
宮
田
村
で
は
、
満
開

の
桜
を
前
に
桜
吹
雪
で
は
な
く
、
本

物
の
雪
が
舞
っ
た
そ
う
で
す
。
春
と

冬
が
混
在
し
た
よ
う
な
不
思
議
な
季

節
で
し
た
。
人
間
と
同
様
、
天
候
の

き
ま
ぐ
れ
に
翻
弄
さ
れ
た
木
々
に
も

若
葉
が
芽
吹
き
、
緑
が
ま
ぶ
し
い
季

節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
わ
や
か

に
薫
る
風
の
中
、
し
っ
か
り
体
を
動

か
せ
ば
、
五
月
病
も
吹
き
飛
ん
で
し

ま
う
で
し
ょ
う
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼
歩
き
慣
れ
た
い
つ
も
の
通
り
も
、

季
節
ご
と
に
そ
の
表
情
が
移
ろ
い
ま

す
。
街
の
其
処
此
処
が
、
一
つ
の
絵

画
の
よ
う
。
春
の
風
景
に
は
、
や
は

り
笑
顔
が
似
合
い
ま
す
。（
Ｍ
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】神
明
社（
田
原
町
）の
桜
と
通
学
生


